
表紙：5月16日土開催「看護の日フェア」

令和８年度会員数　6,099名 （R８.6.15現在）
保健師  144名　　助産師  263名　　看護師  5,642名　　准看護師  50名
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編集
後記

　照りつける太陽が眩しい季節となりました。毎年記録的な暑さですが今年は猛暑日の上、酷暑日が制定
されました。酷暑日にならないまでも、体調管理をしっかり行い、暑さに負けないように気をつけていきた
いですね。
　引き続き広報委員会を担当し、2年目になりましたが今後も委員一同力を合わせて魅力ある「看護あき
た」を作っていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

記：広報委員　田村　恵子

他団体の研修等のご案内

第15回 秋田 ELNEC・J コアカリキュラム 看護師教育プログラム参加者募集
●主　　催：秋田大学医学部附属病院 緩和ケアセンター

●目　　的：患者・家族に必要なエンド・オブ・ライフ・ケアを包括的に学習し、ケアの質向上を図る

●日　　時：令和8年 9月 5・6日（土・日）9:00~17:00（予定）

●場　　所：秋田大学大学院学系研究科保健学科棟

●応募期間：2026年６月８日㈪～　　　　

●申込〆切：令和８年８月３日㈪

●お問い合わせ先：pcc@hos.akita-u.ac.jp　または 018-884-6039（秋田大学医学部附属病院医事課 石 ）へご連絡ください。

●申込方法：右記のQRコードよりお申込みください。

C o n t e n t s

Vol .

令和 8 年度 1 号

164

https://forms.office.com/r/98QrVzfzX3?origin=lprLink

令
和
８
年
度
１
号
　

令
和
８
年
７
月
15日

発
行

�
発
行
所
/ 公
益
社
団
法
人
 秋
田
県
看
護
協
会
 〒
010-0874 秋

田
市
千
秋
久
保
田
町
6- 6 TEL 018-834-0172

�
�

発
行
責
任
者
/公
益
社
団
法
人
 秋
田
県
看
護
協
会
 会
長
　
　
印
刷
/秋
田
中
央
印
刷
株
式
会
社



　会員の皆さまには、日頃より秋田県看護協会
の事業運営にご理解、ご協力を賜り感謝申し上
げます。去る6月17日の 2026 年度秋田県看
護協会通常総会で 6 年間の会長職を終え、新
会長にバトンを渡しました。
　2020 年 6 月に会長を拝命した当初はコロナ
禍で、予定していた事業も中止せざるを得ない
状況が続きました。県内の病院・福祉施設の
訪問もままならず、皆さまの勤務環境や現場の
課題を十分に把握できぬまま時間が過ぎてしま
いました。その状況が緩和されると共に、多く
の施設を訪問させていただきました。看護管理
者の皆さまの貴重なご意見を伺い、看護職の
皆さまが真剣に誠実に患者さんに向き合う姿を
拝見し、現場へ足を運ばなければ知り得なかっ
た情報を得ることができました。看護職の皆さま
は、厳しい状況にあっても地域の健康と命を守
るために、日々 の現場で献身的に力を尽くしてく
ださいました。その姿勢は秋田の誇りであり、
私自身が会長として歩む力となりました。
　また、施設訪問により、地域において看護管
理者間・看護職員間のネットワークの構築が課
題として明確になりました。協会として「看護管
理者交流会」・「地区支部情報交換会」を開催
することで、地域における看護を取り巻く環境に
ついての情報共有と意見交換の機会を作り、
ネットワーク構築に力を注いで参りました。

看護職のウェルビーイングと
人生100年時代を支える看護の未来

―前会長あいさつ―

　現在は「人生 100 年時代」と言われ、超高
齢社会のピークである2040 年に向けた社会構
造の変革が進んでいます。こうした中で、デジ
タル技術は、医療・看護の進展に多くの期待
が持てると考えています。オンライン診療の普
及により、看護は患者さんの傍で患者さんと遠
隔の医師とをつなぎ、その治療や療養を支える
存在として、地域でより専門性を発揮し、健康
管理の中心的な役割を担うようになります。こ
のように、医療・看護を取り巻く環境は大きく
変化している中、日本看護協会の「看護の将
来ビジョン 2040」では、将来を見据えて看護
が進むべき方向性、そのために何をすべきかを
明示しています。その基盤として、「看護職自身
のウェルビーイング」の重要性を強く謳っていま
す。看護職の心身の健康が守られ、安心して
働ける環境が整ってこそ、患者さんや地域に寄
り添う力が生まれます。ウェルビーイングを大切
にしながら、持続可能な形で専門性を発揮して
いくことが、これからの看護を支える大きな柱と
なるでしょう。
　最後になりますが、日本初の女性首相の誕
生、日本看護協会初の男性会長の誕生と、新
たな風が吹く時代の中で、秋田県看護協会は
山岡会長が就任しました。今後は新会長のも
と、さらに力強く前進し、地域の健康と福祉に
寄与していくことを心から期待しておりますととも
に、一会員として、引き続き秋田県の看護の発
展に微力ながら貢献してまいる所存です。
　皆さまのご健勝とご活躍をお祈り申し上げます
とともに、これまでお力添えいただきましたすべ
ての皆さまに心より感謝申し上げます。

公益社団法人秋田県看護協会　　　

前会長 白 川　秀 子
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　この度、令和８年度秋田県看護協会通常総
会において白川秀子前会長の後を引き継ぎ、
会長に就任いたしました山岡ふき子でございま
す。就任に際して一言ご挨拶を申し上げます。

　これまで地区理事１年、常務理事２年、専務
理事として2年、看護協会の事業に取り組んで
参りました。専務理事の２年間は、県内の多く
の施設を訪問し、看護管理者の皆様から貴重
なお話を伺うとともに、現場で患者さんと向き合
う看護職の姿に触れる機会となり、看護の力が
地域医療を支えていることを改めて強く感じまし
た。同時に現場が抱える課題の大きさ、その中
で日々 奮闘されている看護職の皆様の思いを受
け止める機会でもありました。また、県内の看
護師養成学校や大学にも訪問させていただきま
した。夢を抱いて看護を目指す若者に触れ、そ
の真っすぐな眼差しと強い使命感に胸を打たれ
ました。
　いま、看護を取り巻く環境は大きく変化し、
現場では多様で複雑な課題に向き合う日々 が続
いています。そのような中でも、皆様の声を今
後の取り組みに活かし、「看護職が専門性を発
揮しながら安心して働ける環境づくり」、未来の
看護職となる若者が「やりがいを持って働ける
環境づくりためのより良い看護の提供」に、こ
れまで以上に力を注いでいきたいと考えております。
　令和 8年度秋田県看護協会の重点事項は、
1. 看護職一人ひとのウェルビーイングの向上、
2. 持続可能な看護提供体制の構築、3. より高
い自律性を持った専門職としての活躍、4. 地域
における看護の拠点の確保、5. 組織拡大の取
り組み、としています。これは、日本看護協会
の「看護の将来ビジョン2040～いのち・暮らし・
尊厳を まもり支える看護～」を基にした項目とな
ります。日本看護協会は、2040 年の将来を見
据え、看護の進むべき方向、果たす役割として、

看護職が誇りとやりがいを持ち、
看護の力を発揮できる協会を目指して

―新会長あいさつ―

①その人らしさを尊重する生涯を通じた支援、②
専門職としての自律した判断と実践、③キー
パーソンとしての多職種との協働、の３つを掲
げています。
　その 1 つの①その人らしさを尊重する生涯を
通じた支援には、災害支援ナースの活動も含ま
れています。大規模な自然災害の発生時および
新興感染症の発生時・まん延時に対し、地域
の安全と安心を確保するため、災害支援ナー
スは法令に基づいて活動する仕組みに移行しま
した。今後は、医療機関と都道府県が締結した
協定に沿って派遣が行われます。その派遣活
動に即応できる体制づくりのためには、看護協
会・都道府県・医療関係団体との協力・連携
が不可欠です。当協会は、秋田県や県内の医
療関係団体と連携し、災害支援ナースの活動
を支え、派遣活動時に看護の力を発揮できるよ
う、秋田県との協定施設の拡充、即応できる
体制づくり等を引き続き進めてまいります。
　秋田県看護協会は、日本看護協会をはじめ
行政及び関係機関と連携を図り、看護職一人
ひとりがウェルビーイングな状態で、地域の健康
と生活を支える看護の力を発揮できる環境を整
えることが重要な役割であると考えております。
「看護職が誇りとやりがいを持ち、看護の力を
発揮できる協会」を目指して、これまでの経験
とつながりを大切にしながら、重点事項 5 項目
を会員の皆様のご協力のもと事業の推進に努
め、県民の皆様の健康に寄与してまいりますの
で、忌憚のないご意見と、ご支援・ご鞭撻を賜
りますようよろしくお願いいたします。

公益社団法人秋田県看護協会　　　

会長 山 岡 ふき子

　会員の皆さまには、日頃より秋田県看護協会
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者の皆さまの貴重なご意見を伺い、看護職の
皆さまが真剣に誠実に患者さんに向き合う姿を
拝見し、現場へ足を運ばなければ知り得なかっ
た情報を得ることができました。看護職の皆さま
は、厳しい状況にあっても地域の健康と命を守
るために、日々 の現場で献身的に力を尽くしてく
ださいました。その姿勢は秋田の誇りであり、
私自身が会長として歩む力となりました。
　また、施設訪問により、地域において看護管
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題として明確になりました。協会として「看護管
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齢社会のピークである2040 年に向けた社会構
造の変革が進んでいます。こうした中で、デジ
タル技術は、医療・看護の進展に多くの期待
が持てると考えています。オンライン診療の普
及により、看護は患者さんの傍で患者さんと遠
隔の医師とをつなぎ、その治療や療養を支える
存在として、地域でより専門性を発揮し、健康
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り添う力が生まれます。ウェルビーイングを大切
にしながら、持続可能な形で専門性を発揮して
いくことが、これからの看護を支える大きな柱と
なるでしょう。
　最後になりますが、日本初の女性首相の誕
生、日本看護協会初の男性会長の誕生と、新
たな風が吹く時代の中で、秋田県看護協会は
山岡会長が就任しました。今後は新会長のも
と、さらに力強く前進し、地域の健康と福祉に
寄与していくことを心から期待しておりますととも
に、一会員として、引き続き秋田県の看護の発
展に微力ながら貢献してまいる所存です。
　皆さまのご健勝とご活躍をお祈り申し上げます
とともに、これまでお力添えいただきましたすべ
ての皆さまに心より感謝申し上げます。

公益社団法人秋田県看護協会　　　

前会長 白 川　秀 子
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令和８年６月１7日㈬ １２:２０～15:12

秋田県総合保健センター　２階大会議室開催場所

正会員総数

出席者

◉出席正会員数 204名
◉委任出席 4,647名
　合計 4,851名

▶12時20分現在

6,062名 客足数 3,032名（正会員の過半数）

◉出席正会員数 189名
◉委任出席 4,849名
　合計 5,038名

▶１３時20分現在

報告事項
１.令和７年度理事会・常務会報告
２.令和７年度事業報告
３.令和８年度秋田県看護協会重点事項並びに事業計画
４.令和８年度収支予算

総会・開会宣言
物故会員への黙とう　2名
会長挨拶　白川 秀子
来賓挨拶 　健康福祉部　次長　樋口 和彦 氏
会長表彰　178名　代表　村上 裕子 氏

議長団選出
奈良 祐子 氏、木村 志保子 氏
総会成立宣言
議事録署名人：川村 みどり 氏、長谷川 亜里 氏
選挙管理委員及び選挙立会人：堀 貴子 氏、
安藤 松吾 氏、長谷川 普平美子 氏、井川 多恵子 氏、
山崎 ひとみ 氏、小川 真由美 氏、相原 亮子 氏

11：50

12：20

13：05

14：00

14：55

13：00

15：12

開場・オリエンテーション

議長団解任
新役員紹介　新役員代表挨拶
旧役員への謝辞　旧役員代表挨拶

閉会

議決事項　
第１号議案 令和７年度決算（案）
第２号議案 会費及び入会金の改定（案）
第３号議案 秋田県看護協会定款の一部改正（案）
第４号議案 秋田県看護協会定款細則の一部改正（案）
第５号議案 役員の報酬等の総額の上限（案）
第６号議案 令和8年度改選役員及び推薦委員の選出（案）
第７号議案 令和9年度日本看護協会代議員候補者及び予備代議員候補者の選出（案）
第８号議案 次期会長候補者の選出（案）

会長挨拶 来賓の健康福祉部次長挨拶

採決の様子

質疑の様子

新役員の登壇

旧役員の登壇

令和8年度
秋田県看護協会

通常総会
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令和８年度　役員 ・ 委員会名簿

役　職　名 氏　名 職種 施　設　名　等
会 長 山　岡　ふき子 看 秋田県看護協会
副 会 長 日　沼　ゆかり 助 秋田看護福祉大学
副 会 長 阿　部　栄　子 保 在宅
専 務 理 事 東　　　美奈子 看 秋田県看護協会
常 務 理 事 成　田　睦　子 看 秋田県看護協会
常 務 理 事 宮　野　はるみ 助 秋田県看護協会
保健師職能理事 熊　澤　由美子 保 秋田看護福祉大学
助産師職能理事 小　林　育　子 助 秋田大学医学部附属病院
看護師職能Ⅰ理事 石　川　みゆき 看 本荘第一病院
看護師職能Ⅱ理事 安　田　智　代 看 介護老人保健施設あいぜん苑
ハチ公北鹿地区理事 畠　山　美嘉子 看 大館市立総合病院
能代・山本地区理事 鈴　木　輝　子 看 能代厚生医療センター
秋田臨海地区理事 中　村　美　央 看 秋田大学医学部附属病院
由利本荘・にかほ地区理事 柴　　　由　美 看 由利組合総合病院
大仙・仙北地区理事 高　山　純　子 看 市立角館総合病院
小町かまくら地区理事 赤　川　恵理子 看 市立横手病院
准看護師理事 桃　井　多恵子 准 本荘第一病院
外 部 理 事 佐々木　憲　一 秋田赤十字病院
監　　　 事 畠　山　玲　子 看 男鹿みなと市民病院
監　　　 事 豊　嶋　直　美 看 リンデンバウムいずみ
外 部 監 事 齋　藤　芳　春 在宅

氏　名 職種 施　設　名　等
津　嶋　優　子 看 北秋田市民病院
門　脇　恵　子 看 秋田県立医療療育センター
畠　山　光　世 看 由利本荘医師会病院
内　藤　真奈美 看 平鹿総合病院
松　坂　綾　子 看 能代厚生医療センター

氏　名 職種 施　設　名　等
堀　　　貴　子 助 由利組合総合病院
安　藤　松　吾 看 男鹿みなと市民病院
長谷川　普美子 看 秋田県立リハビリテーション・精神医療センター
井　川　多恵子 看 市立秋田総合病院
山　崎　ひとみ 看 市立大森病院

委員会名 氏　名 職種 施　設　名　等

看 護 師
職 能
委員会Ⅱ

★安田　　智代 看 介護老人保健施設あいぜん苑
　貝田　佐恵子 看 特別養護老人ホームリンデンバウムいずみ
　佐藤　　妙子 看 虹の街訪問看護ステーションいずみ
　戸澤　　美咲 看 虹の街看護小規模多機能おおまがり
　高橋　　賢司 看 社会福祉法人正和会ケアコンプレックス寺内
　高橋　　孝子 看 訪問看護ステーションあきた

看護労働
環境改善
委 員 会

　小野寺　清美 看 大曲厚生医療センター
　髙堰　美奈子 看 中通総合病院
　佐藤　ゆうき 看 由利組合総合病院
　山上　　広美 看 市立秋田総合病院
　三浦　明日香 看 能代山本医師会病院
　近藤　あや子 看 湖東厚生病院

教育研修
委 員 会

　佐藤　詩絵子 看 湖東厚生病院
　横井　亜希子 看 平鹿総合病院
　小野寺　摂子 看 市立横手病院
　澤野　　美幸 看 大曲厚生医療センター
　佐藤　　悠子 看 秋田県立循環器・脳脊髄センター
　宮田　真由子 看 中通総合病院
　嵯峨　　大輔 看 秋田赤十字病院
　伊東　加代子 看 能代厚生医療センター
　髙橋　和歌子 助 大館市立総合病院
　武石　　弥生 看 地域医療機能推進機構秋田病院
　土田　　祥吾 看 秋田大学医学部附属病院
　戸村　恵美子 看 由利組合総合病院
　山上　佳世子 看 かづの厚生病院
　佐藤　　久澄 看 秋田県立リハビリテーション・精神医療センター
　佐藤　　　学 看 秋田厚生医療センター

広 報
委 員 会

　田村　　恵子 看 秋田県立医療療育センター
　加藤　　　新 看 市立角館総合病院
　畠山　オオミ 看 男鹿みなと市民病院
　藤野　　　瞳 看 秋田厚生医療センター
　中山　　博揮 看 由利本荘医師会病院
　佐々木美裕紀 看 市立大森病院
　佐藤　　裕子 看 能代厚生医療センター
　高橋　　廣毅 看 市立秋田総合病院
　堀井　　　学 看 中通リハビリテーション病院
　菊地　真由美 看 平鹿総合病院

看護学会
委 員 会

　木村　ゆかり 看 日本赤十字東北看護大学
　利　　　　緑 看 秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻
　板垣　　直子 看 中通総合病院
　小野　　良子 看 市立秋田総合病院
　田口　　明佳 看 秋田大学医学部附属病院
　畠山　　麻美 看 秋田赤十字病院
　工藤　　　純 看 秋田緑ヶ丘病院
　村山　志津子 看 由利本荘医師会立由利本荘看護学校

災害看護
委 員 会

　髙橋　由紀子 看 秋田県立リハビリテーション・精神医療センター
　小山　　聡美 看 秋田県立循環器・脳脊髄センター
　赤坂　　未幸 看 秋田厚生医療センター
　佐藤　　和子 看 能代厚生医療センター
　小林　　美樹 看 由利組合総合病院

医療・看護
安 全
委 員 会

　小林　　瑞穂 看 能代山本医師会病院
　赤坂　　裕子 看 土崎病院
　吉田　　美央 看 中通リハビリテーション病院
　渡邊　あゆみ 看 大曲厚生医療センター
　菅原　　洋子 看 大館市立総合病院

認定看護
管 理 者
教育運営
委 員 会

　松岡　　淳子 看 中通総合病院
　中村　　美央 看 秋田大学医学部附属病院
　佐藤　　由夏 看 秋田赤十字病院
　大塚　　朱実 看 平鹿総合病院
　利　　　　緑 看 秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻
　宮野　はるみ 助 秋田県看護協会
　佐々木美和子 看 秋田県看護協会
　重川　美紀子 看 秋田県看護協会

●理事・監事

●推薦委員会

●選挙管理委員会

●職能・常任委員会 ★印：委員長

委員会名 氏　名 職種 施　設　名　等

保 健 師
職 能
委 員 会

★熊澤　由美子 保 秋田県看護福祉大学
　藤田　　智恵 保 秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻
　齋藤　　智子 保 由利地域振興局福祉環境部
　中村　　悦子 保 秋田市保健所
　大須賀　まみ 保 秋田県総務部
　神馬　　　恵 保 地域医療機能推進機構秋田病院

助 産 師
職 能
委 員 会

★小林　　育子 助 秋田大学医学部附属病院
　篠原　　由華 助 大曲厚生医療センター
　大澤　美奈子 助 大館市立総合病院
　杉渕　未夕紀 助 由利組合総合病院
　大原　　純子 助 秋田赤十字病院
　南波　　晃子 助 秋田厚生医療センター

看 護 師
職 能
委員会Ⅰ

★石川　みゆき 看 本荘第一病院
　高橋　　マキ 看 雄勝中央病院
　佐藤　はつみ 看 平鹿総合病院
　堀江　　敬子 看 秋田赤十字病院
　山田　　志保 看 市立秋田総合病院
　佐藤　さとみ 看 市立横手病院
　髙橋　　公平 准 本荘第一病院

令和８年６月１7日㈬ １２:２０～15:12

秋田県総合保健センター　２階大会議室開催場所

正会員総数

出席者

◉出席正会員数 204名
◉委任出席 4,647名
　合計 4,851名

▶12時20分現在

6,062名 客足数 3,032名（正会員の過半数）

◉出席正会員数 189名
◉委任出席 4,849名
　合計 5,038名

▶１３時20分現在

報告事項
１.令和７年度理事会・常務会報告
２.令和７年度事業報告
３.令和８年度秋田県看護協会重点事項並びに事業計画
４.令和８年度収支予算

総会・開会宣言
物故会員への黙とう　2名
会長挨拶　白川 秀子
来賓挨拶 　健康福祉部　次長　樋口 和彦 氏
会長表彰　178名　代表　村上 裕子 氏

議長団選出
奈良 祐子 氏、木村 志保子 氏
総会成立宣言
議事録署名人：川村 みどり 氏、長谷川 亜里 氏
選挙管理委員及び選挙立会人：堀 貴子 氏、
安藤 松吾 氏、長谷川 普平美子 氏、井川 多恵子 氏、
山崎 ひとみ 氏、小川 真由美 氏、相原 亮子 氏

11：50

12：20

13：05

14：00

14：55

13：00

15：12

開場・オリエンテーション

議長団解任
新役員紹介　新役員代表挨拶
旧役員への謝辞　旧役員代表挨拶

閉会

議決事項　
第１号議案 令和７年度決算（案）
第２号議案 会費及び入会金の改定（案）
第３号議案 秋田県看護協会定款の一部改正（案）
第４号議案 秋田県看護協会定款細則の一部改正（案）
第５号議案 役員の報酬等の総額の上限（案）
第６号議案 令和8年度改選役員及び推薦委員の選出（案）
第７号議案 令和9年度日本看護協会代議員候補者及び予備代議員候補者の選出（案）
第８号議案 次期会長候補者の選出（案）

会長挨拶 来賓の健康福祉部次長挨拶

採決の様子

質疑の様子

新役員の登壇

旧役員の登壇

令和8年度
秋田県看護協会

通常総会

令和 8 年度１号 令和 8 年度１号
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秋田看護福祉大学 日沼ゆかり
副会長

　2040 年に向かい看護がめざすもの「人へ
の尊重、生涯支援」「専門職としての自律した
判断と実践」「キーパーソンでの多職種協働」
を意識し一人ひとりが看護にやりがいをもち
日々楽しく働ける環境づくりを意識した活動を頑張りたい
と思います。

秋田県看護協会 東 美奈子
専務理事

　看護を取り巻く環境が厳しさを増す今だか
らこそ最も身近な協会でありたいと願ってい
ます。人口減少・超高齢社会の秋田を支える
看護力を、皆さまと共に育み、つながりを深めてまいりま
す。よろしくお願いいたします。

本荘第一病院 石川みゆき
看護師職能Ⅰ理事

　本年度も看護師職能委員長を務めさせてい
ただきます。看護体制の充実とウェルビーイン
グの向上を目指し、集会での好事例の共有な
どを通じて皆様と一緒に考えていきたいと思います。看護
の質向上につながるように努めてまいります。

秋田大学医学部附属病院 中村 美央
秋田臨海地区支部理事

　秋田臨海地区理事を務めさせていただくこ
とになりました。
　地域の看護のつながりを大切にし、人が育
ち、未来へ広げていけるよう、会員の皆様とともに活発な
活動をしていきたいと思います。よろしくお願い致します。

由利組合総合病院 柴　 由美
由利本荘・にかほ地区理事

　このたび、由利本荘・にかほ地区支部長を
拝命し、その責任の重さを実感しております。
会員の皆様のご支援・ご協力をいただきなが
ら、地区支部活動を進めてまいります。どうぞよろしくお願
いいたします。

市立角館総合病院 高山 純子
大仙・仙北地区理事

　この度、大仙・仙北地区理事を務めさせてい
ただくことになりました。
　医療・看護への期待が大きくなるなか、課題
に取り組みながら協会活動を通して地域へ貢献で
きるよう努めていきたいと思います。また、新たな人材確保に
向け、看護職のやりがいや魅力を発信していきたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

市立横手病院 赤川恵理子
小町かまくら理事

　横手、湯沢・雄勝地区支部統合により、小
町かまくら地区支部理事をつとめさせていた
だくことになりました。皆様のご協力をいただ
きながら、新体制を整え地域に貢献できるよう取り組みた
いと思います。

本荘第一病院 桃井多恵子
准看護師理事

　この度、准看護師理事として２期目を務め
させていただきます。１期目の経験を活かし、
会員の皆様の声を大切にしながら、准看護師
の立場に寄り添った活動に努めてまいります。よろしくお願
いいたします。

秋田赤十字病院 佐々木憲一
外部理事

　秋田県看護協会の皆様には、日ごろから大
変お世話になっております。
現在、病院事務として医師事務作業補助部門
で働いています。貴協会の使命と活動理念を拝見し、自分
なりの気づきも大切にして参加させていただきます。

リンデンバウム訪問看護
ステーション 豊嶋 直美

監事

　この度、監事に就任いたしました豊嶋直美
です。
　皆さまが安心して安全な看護を提供できる
よう、適正な運営と会員支援の観点から
誠心誠意尽力してまいります。何卒よろしくお願い申し上
げます。

秋田県看護協会 成田 睦子
常務理事

　人口動態が大きく変化していく現在、看護
の労働力不足が深刻化していく一方で複雑
化、多様化する看護ニーズに応えるため、看
護の役割や機能が拡大しています。看護職の量的確保や質
的向上に微力ながら尽力して参る所存です。

8年度令和

新役員紹介新役員紹介 シリーズ

独立行政法人国立病院機構　あきた病院
看護師特定行為研修修了者

菊地　美和

①目指したきっかけ
　私はこれまでの看護実践を通し
て、患者の立場に立った看護や根拠
に基づくケアの大切さを強く感じて
きました。患者さん一人ひとりの「そ
の人らしさ」を守れる看護を実現し
たいという思いに加え、特定行為修
了者の活動を知ったことが特定行為
研修を目指すきっかけとなりました。
②現在取り組んでいること
　研修以前は、十分なアセスメントができず力不足を痛感する場
面もありましたが、研修を通して観察から判断する力が養われ、コ
ミュニケーションが難しい患者さんへの理解も深まりました。現在
は院内での活動確立に向け、修了者同士でカンファレンスや症例検
討を行い、安全な実践に必要な技術向上を進めています。
③今後の展望
　今後は患者主体の視点を大切にしな
がら、医師とのタスクシェアを進め、
病棟を越えて支援できる体制を整えた
いと考えています。どの病棟でも質の
高いカニューレ交換が提供できるよう
にし、患者さんにとってより安心できる
環境づくりに貢献していきたいです。

終了区分
呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連：気管カニューレの交換
栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連：
持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整
脱水症状に対する輸液による補正

se
rie
s

ちょっと
　一息
ちょっと
　一息 藤原記念病院 菊地　公孝

　キッチンに立つのが好きで、道具も自分好みのものを揃えながら、気
楽に料理を楽しむことがリフレッシュの一つとなっています。
　普段は食べたい食材からレシピを検索し、作っているのですが、ある
日、中学生になる子どもからリクエストがありました。小学校で人気№1
だったおかずが食べられなくなったので作ってほしい、と。給食だより
に掲載されていた通りに作っても、なかなか子どもからのOKは出ず…。
試行錯誤を重ね、4回目にして合格点をもらえたのが以下のレシピです。

このコーナーでは、協会会員の皆様の趣味や
休日の過ごし方などを紹介しております。

『ぶた肉のかりん揚げ』
材料（4人分）：
カツ用豚ロース肉 300g、片栗粉 60g、Aしょう油大さじ 2.5、
A 砂糖大さじ 3、Aみりん大さじ 1.5、白ごま8g
①肉を 1㎝幅の拍子切りにし、片栗粉をまぶす。
②油で①を揚げる。
③別の鍋にAを入れ、一煮立ちさせる。
④②の肉を③の鍋に入れて、よく絡める。
⑤白ごまを全体にまぶして完成。味が濃い目でご飯が進みます。

令和 8 年度１号 令和 8 年度１号
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秋田看護福祉大学 日沼ゆかり
副会長
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日々楽しく働ける環境づくりを意識した活動を頑張りたい
と思います。

秋田県看護協会 東 美奈子
専務理事

　看護を取り巻く環境が厳しさを増す今だか
らこそ最も身近な協会でありたいと願ってい
ます。人口減少・超高齢社会の秋田を支える
看護力を、皆さまと共に育み、つながりを深めてまいりま
す。よろしくお願いいたします。

本荘第一病院 石川みゆき
看護師職能Ⅰ理事

　本年度も看護師職能委員長を務めさせてい
ただきます。看護体制の充実とウェルビーイン
グの向上を目指し、集会での好事例の共有な
どを通じて皆様と一緒に考えていきたいと思います。看護
の質向上につながるように努めてまいります。

秋田大学医学部附属病院 中村 美央
秋田臨海地区支部理事

　秋田臨海地区理事を務めさせていただくこ
とになりました。
　地域の看護のつながりを大切にし、人が育
ち、未来へ広げていけるよう、会員の皆様とともに活発な
活動をしていきたいと思います。よろしくお願い致します。

由利組合総合病院 柴　 由美
由利本荘・にかほ地区理事

　このたび、由利本荘・にかほ地区支部長を
拝命し、その責任の重さを実感しております。
会員の皆様のご支援・ご協力をいただきなが
ら、地区支部活動を進めてまいります。どうぞよろしくお願
いいたします。

市立角館総合病院 高山 純子
大仙・仙北地区理事

　この度、大仙・仙北地区理事を務めさせてい
ただくことになりました。
　医療・看護への期待が大きくなるなか、課題
に取り組みながら協会活動を通して地域へ貢献で
きるよう努めていきたいと思います。また、新たな人材確保に
向け、看護職のやりがいや魅力を発信していきたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

市立横手病院 赤川恵理子
小町かまくら理事

　横手、湯沢・雄勝地区支部統合により、小
町かまくら地区支部理事をつとめさせていた
だくことになりました。皆様のご協力をいただ
きながら、新体制を整え地域に貢献できるよう取り組みた
いと思います。

本荘第一病院 桃井多恵子
准看護師理事

　この度、准看護師理事として２期目を務め
させていただきます。１期目の経験を活かし、
会員の皆様の声を大切にしながら、准看護師
の立場に寄り添った活動に努めてまいります。よろしくお願
いいたします。

秋田赤十字病院 佐々木憲一
外部理事

　秋田県看護協会の皆様には、日ごろから大
変お世話になっております。
現在、病院事務として医師事務作業補助部門
で働いています。貴協会の使命と活動理念を拝見し、自分
なりの気づきも大切にして参加させていただきます。

リンデンバウム訪問看護
ステーション 豊嶋 直美

監事

　この度、監事に就任いたしました豊嶋直美
です。
　皆さまが安心して安全な看護を提供できる
よう、適正な運営と会員支援の観点から
誠心誠意尽力してまいります。何卒よろしくお願い申し上
げます。

秋田県看護協会 成田 睦子
常務理事

　人口動態が大きく変化していく現在、看護
の労働力不足が深刻化していく一方で複雑
化、多様化する看護ニーズに応えるため、看
護の役割や機能が拡大しています。看護職の量的確保や質
的向上に微力ながら尽力して参る所存です。

8年度令和

新役員紹介新役員紹介 シリーズ

独立行政法人国立病院機構　あきた病院
看護師特定行為研修修了者

菊地　美和

①目指したきっかけ
　私はこれまでの看護実践を通し
て、患者の立場に立った看護や根拠
に基づくケアの大切さを強く感じて
きました。患者さん一人ひとりの「そ
の人らしさ」を守れる看護を実現し
たいという思いに加え、特定行為修
了者の活動を知ったことが特定行為
研修を目指すきっかけとなりました。
②現在取り組んでいること
　研修以前は、十分なアセスメントができず力不足を痛感する場
面もありましたが、研修を通して観察から判断する力が養われ、コ
ミュニケーションが難しい患者さんへの理解も深まりました。現在
は院内での活動確立に向け、修了者同士でカンファレンスや症例検
討を行い、安全な実践に必要な技術向上を進めています。
③今後の展望
　今後は患者主体の視点を大切にしな
がら、医師とのタスクシェアを進め、
病棟を越えて支援できる体制を整えた
いと考えています。どの病棟でも質の
高いカニューレ交換が提供できるよう
にし、患者さんにとってより安心できる
環境づくりに貢献していきたいです。

終了区分
呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連：気管カニューレの交換
栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連：
持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整
脱水症状に対する輸液による補正

se
rie
s

ちょっと
　一息
ちょっと
　一息 藤原記念病院 菊地　公孝

　キッチンに立つのが好きで、道具も自分好みのものを揃えながら、気
楽に料理を楽しむことがリフレッシュの一つとなっています。
　普段は食べたい食材からレシピを検索し、作っているのですが、ある
日、中学生になる子どもからリクエストがありました。小学校で人気№1
だったおかずが食べられなくなったので作ってほしい、と。給食だより
に掲載されていた通りに作っても、なかなか子どもからのOKは出ず…。
試行錯誤を重ね、4回目にして合格点をもらえたのが以下のレシピです。

このコーナーでは、協会会員の皆様の趣味や
休日の過ごし方などを紹介しております。

『ぶた肉のかりん揚げ』
材料（4人分）：
カツ用豚ロース肉 300g、片栗粉 60g、Aしょう油大さじ 2.5、
A 砂糖大さじ 3、Aみりん大さじ 1.5、白ごま8g
①肉を 1㎝幅の拍子切りにし、片栗粉をまぶす。
②油で①を揚げる。
③別の鍋にAを入れ、一煮立ちさせる。
④②の肉を③の鍋に入れて、よく絡める。
⑤白ごまを全体にまぶして完成。味が濃い目でご飯が進みます。

令和 8 年度１号 令和 8 年度１号
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実施報告

（健康相談）

看護の日フェア アンケート結果看護の日フェア アンケート結果
「看護の日」フェアに参加してみどうでしたか「看護の日」フェアに参加してみどうでしたか

（複数回答）（複数回答）

0 20 40 60 80

77名

12名

26名

0

0

19名

13名

2名

秋田県ナースセンターは、看護職の人材確保を目指して、就労促進、復職支援等を行っています。

秋田県ナースセンターニュース

令和8年度 訪問看護総合支援センター事業のご案内

研修詳細は訪問看護支援センター研修一覧表とHPをご覧ください。

●インターンシップ研修　看護師は4月～､看護学生は7月～開始　申込はセンターHPより
●人材育成と質向上のための各種研修

●e-ラーニング「訪問看護サポート」受講支援

●訪問看護、医療機関相互研修　（7月～開始　申込はセンターHPより）
●病院、教育機関、地域包括支援センター等への訪問

☆実践力向上研修 (7 月県北・8月県南・10月県央 )　　☆キャリア支援研修 (9 月）

●訪問看護事業所交流会…今年度は各地域2回開催
●看護小規模多機能型居宅介護支援事業所交流会

訪問看護事業所交流会

人材確保・質の向上

在宅医療関係機関との連携 昨年度は11名の
方が参加し好評でした

　生き生き働くプラチナナースさんの体験談を聞き、ご自身
のセカンドキャリアをイメージしてみませんか。
           11 月 12日 13：00～ 16：00　　          秋田アトリオン3階研修室A・B
           50 歳以上の看護職

1）「看護職のためのセカンドキャリアセミナー」
　セカンドライフに必要なお金 /看護職のセカンドキャリア
について講師の先生が分かりやすく楽しく教えてくれます。
           10 月 14日 13：30～ 16：30　　          秋田アトリオン3階研修室A・B
           40 歳以上の看護職

2）「プラチナナースCafé」

2）施設種類別の雇用形態別就職件数
施設種類
病院
診療所
老健・特養
社会福祉施設他
訪問看護ST
その他（事業所等）
救護(イベント等)

常勤
９
11
9
12
4
２
0
47

非常勤
9
2
2
2
0
6
0
21

臨時
0
0
0
0
0
18
72
90

計
18
13
11
14
4
26
72
158計

1）雇用形態・年代別就職件数

非常勤

臨時

常勤 9

8

0

17

15

2

16

33

13

8

14

35

7

1

19

27

3

2

33

38

0

0

8

8

47

21

90

158計

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代 計

ナースバンク事業（令和7年度の実績）

セカンドキャリア支援研修のご案内
＊参加者絶賛募集中！！ 就業中の方もぜひご参加ください。
　マナブルからお申込み下さい。

1

2

日時

対象

日時 場所

対象

場所

令和 8 年度１号 令和 8 年度１号
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秋田県ナースセンターニュース

令和8年度 訪問看護総合支援センター事業のご案内

研修詳細は訪問看護支援センター研修一覧表とHPをご覧ください。
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のセカンドキャリアをイメージしてみませんか。
           11 月 12日 13：00～ 16：00　　          秋田アトリオン3階研修室A・B
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1）「看護職のためのセカンドキャリアセミナー」
　セカンドライフに必要なお金 /看護職のセカンドキャリア
について講師の先生が分かりやすく楽しく教えてくれます。
           10 月 14日 13：30～ 16：30　　          秋田アトリオン3階研修室A・B
           40 歳以上の看護職

2）「プラチナナースCafé」

2）施設種類別の雇用形態別就職件数
施設種類
病院
診療所
老健・特養
社会福祉施設他
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事務局からのお知らせ

令和 8年 春の叙勲
瑞宝単光章

（元地域医療機能推進機構 秋田病院）東　美奈子 氏
（秋田大学医学部附属病院）澁谷　浩子 氏

日本看護協会長表彰 （在宅）鹿子沢　真由美 氏

令和７年度 優秀学生賞

（秋田大学医学部保健学科看護学専攻）
根田　颯希 さん

今後のご活躍を期待しております。
（令和８年3月 22日）

令和７年度　秋田県看護協会入会（会費納入者）状況
　令和７年度の会員数は、6,484 名で、昨年に比べ182名減少し、入会率は42.8％でした。新入会員数は、
保健師 2 名減、助産師 3 名減、看護師 41 名減、准看護師 2 名増です。継続会員数の維持と、新規入会
の促進が大きな課題となっています。
　秋田県看護協会は、保健師・助産師・看護師・准看護師で構
成する職能団体です。看護を取り巻く課題解決の始まりは、会員
の皆様からの現場の声です。一人では変えられないことも、看護
協会とともに解決に向け活動していきましょう。

ハチ公北鹿

能代・山本

秋田臨海

由利本荘・にかほ

大仙・仙北

横手

湯沢・雄勝

就業者 会員数

会員数と入会率

入会率
R5年度
R6年度
R7年度

15,267
15,267
15,145

6,849（129減）
6,666（183減）
6,484（182減）

44.9%
43.7%
42.8%

地区支部別就業者の入会比率（%）

0 10 20 30 40 50 60

R7年度 R6年度
職種別会員数の推移（名）

保健師
年度
R5年度
R6年度
R7年度

293
278

154

1
4
1

0
3
1

167
165
156

再入会員 新入会員 合計

助産師 R5年度
R6年度
R7年度

166
158

273

1
2
1

8
12
9

302
292
283

継続会員

5,995
5,856看護師 R5年度

R6年度
R7年度 5.753

41
41
28

272
252
211

6,308
6,149
5,992

68
59准看護師 R5年度

R6年度
R7年度 50

0
0
0

4
1
3

72
60
53

○都道府県行政への修了者リストの提供及び「災害・感染症医療業務従事者」への登録、およびEMIS（広域災害救急医療情報
　システム）への登録に同意する者

○災害及び新興感染症の発生時に他の医療機関に応援派遣されて、災害支援看護業務及び新興感染症支援看護業務に従事する
　ことを目指す者

災害支援ナース養成研修 無料

●開催日時：①eラーニング事前視聴　８月中旬～10月11日㈰
　　　　　　②集合研修　10月14日㈬ 9:30～16:30・10月15日㈭ 9:30～15:30
●定　　員：40名
●対　　象：災害・感染症等に関する基礎知識・技術の習得と派遣の概要を理解し、実際の派遣時に対

応できる技能を習得する。

●申込〆切：令和８年７月31日㈮ ※詳細は秋田県看護協会ホームページをご確認ください。
*2023年度以降に災害支援ナース養成研修を修了された方は、再度受講いただくことはできません。（次は更新研修の受講となります）

令和 8 年度１号 令和 8 年度１号
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秋田県IHEAT研修（積極的疫学調査等に関する研修）

アイヒート (Infectious disease Health Emergency Assistance Team)

IHEATIHEAT 医療分野専門職のみなさまへ

感染症拡大等の 健康危機発生時 に
保健所を支援 いただける方の 登録を募集 しています

9.24研修申込み

集合研修会

eラーニング事前視聴期間

定員木曜日まで

9.28 月曜日

月曜日
秋田県総合保健センター5階　第1研修室

【対象】保健師・助産師・看護師・医師・歯科医師・薬剤師・臨床検査技師・放射線技師・
管理栄養士・理学療法士・救急救命士　等
●　研修のお申込みには IHEAT要員への登録が必要です。
●　過去に受講された方も再受講することができます。

11.28
9:30～15:30

木曜日～

6060名先着

11.3011.30

研修の全日程を修了した方には秋田県より報奨金が支払われます

第53回秋田県看護学会   ～つながる、支える、未来を拓く～

●日　　時：11月18日（水）10：00～15：40
●定　　員：200名
●会　　場：秋田県総合保健センター  2階大会議室
●参 加 費：会員：3,500円（税込）╱非会員：5,700円（税込）╱看護学生：1,000円（税込）

●申込方法：秋田県看護協会 研修web申込（マナブル）にて
　　　　　    10月13日（火）までお申込みください。

当日参加の方は上記の金額に500円プラスとなります。 看護学生の当日参加は金額のプラスはありません

特別講演

講　　師

研究発表・実践報告

●内　　容：            
「看護を長く続けてわかること」  ～40年かけてわかった看護の魅力～

                               公益財団法人　井之頭病院　看護師  著述家  宮子 あずさ氏　　　　　　　　　　　　

                                          12題
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瑞宝単光章
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成する職能団体です。看護を取り巻く課題解決の始まりは、会員
の皆様からの現場の声です。一人では変えられないことも、看護
協会とともに解決に向け活動していきましょう。
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R7年度 R6年度
職種別会員数の推移（名）

保健師
年度
R5年度
R6年度
R7年度

293
278

154

1
4
1

0
3
1

167
165
156

再入会員 新入会員 合計

助産師 R5年度
R6年度
R7年度

166
158

273

1
2
1

8
12
9

302
292
283

継続会員

5,995
5,856看護師 R5年度

R6年度
R7年度 5.753

41
41
28

272
252
211

6,308
6,149
5,992

68
59准看護師 R5年度

R6年度
R7年度 50

0
0
0

4
1
3

72
60
53

○都道府県行政への修了者リストの提供及び「災害・感染症医療業務従事者」への登録、およびEMIS（広域災害救急医療情報
　システム）への登録に同意する者

○災害及び新興感染症の発生時に他の医療機関に応援派遣されて、災害支援看護業務及び新興感染症支援看護業務に従事する
　ことを目指す者

災害支援ナース養成研修 無料

●開催日時：①eラーニング事前視聴　８月中旬～10月11日㈰
　　　　　　②集合研修　10月14日㈬ 9:30～16:30・10月15日㈭ 9:30～15:30
●定　　員：40名
●対　　象：災害・感染症等に関する基礎知識・技術の習得と派遣の概要を理解し、実際の派遣時に対

応できる技能を習得する。

●申込〆切：令和８年７月31日㈮ ※詳細は秋田県看護協会ホームページをご確認ください。
*2023年度以降に災害支援ナース養成研修を修了された方は、再度受講いただくことはできません。（次は更新研修の受講となります）

令和 8 年度１号 令和 8 年度１号
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表紙：5月16日土開催「看護の日フェア」

令和８年度会員数　6,099名 （R８.6.15現在）
保健師  144名　　助産師  263名　　看護師  5,642名　　准看護師  50名

公益社団法人 秋田県看護協会会報

秋田県

 1 前会長・新会長 あいさつ
 3 令和８年度　秋田県看護協会 通常総会報告
 4 令和８年度　役員・委員会名簿
 5 令和８年度　新役員紹介
 6 シリーズ　輝いてる人・ちょっと一息
 7 「看護の日・看護週間」実施報告
 8 秋田県ナースセンターニュース
 9 事務局からのお知らせ

編集
後記

　照りつける太陽が眩しい季節となりました。毎年記録的な暑さですが今年は猛暑日の上、酷暑日が制定
されました。酷暑日にならないまでも、体調管理をしっかり行い、暑さに負けないように気をつけていきた
いですね。
　引き続き広報委員会を担当し、2年目になりましたが今後も委員一同力を合わせて魅力ある「看護あき
た」を作っていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

記：広報委員　田村　恵子

他団体の研修等のご案内

第15回 秋田 ELNEC・J コアカリキュラム 看護師教育プログラム参加者募集
●主　　催：秋田大学医学部附属病院 緩和ケアセンター

●目　　的：患者・家族に必要なエンド・オブ・ライフ・ケアを包括的に学習し、ケアの質向上を図る

●日　　時：令和8年 9月 5・6日（土・日）9:00~17:00（予定）

●場　　所：秋田大学大学院学系研究科保健学科棟

●応募期間：2026年６月８日㈪～　　　　

●申込〆切：令和８年８月３日㈪

●お問い合わせ先：pcc@hos.akita-u.ac.jp　または 018-884-6039（秋田大学医学部附属病院医事課 石 ）へご連絡ください。

●申込方法：右記のQRコードよりお申込みください。

C o n t e n t s

Vol .

令和 8 年度 1 号

164

https://forms.office.com/r/98QrVzfzX3?origin=lprLink
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今回掲載された文章や写真、個人名・団体名については個人情報保護法の下、他の目的には一切使用いたしません。
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